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企画展「新収蔵品展 2017－2024」 

結果報告 

 

１ 名称：企画展「新収蔵品展 2017-2024」 

 

２ 主催：仙台市博物館 

３ 後援：河北新報社、毎日新聞仙台支局、朝日新聞社仙台総局、読売新聞東北総局、 

産経新聞仙台支局、日本経済新聞社仙台支局、仙台リビング新聞社、 

NHK 仙台放送局、tbc 東北放送、仙台放送、ミヤギテレビ、khb 東日本放送、 

エフエム仙台、仙台シティエフエム ラジオ３ 
４ 会期：令和７年３月 22 日（土）～５月 11 日（日） 開催日数 45 日 

      ※休館日 毎週月曜日（４/28、５/５を除く）、５/７（火） 
５ 会場：特集展示室、テーマ展示室Ⅰ、企画展示室 

６ 観覧料：常設展料金 

一般・大学生 460 円（360 円）、高校生 230 円（180 円）、小・中学生 110 円（90 円） 

※（ ）内は 30 名以上の団体料金) 

７ 展示構成： 

第１章 伊達氏三代―晴宗・輝宗・政宗 

第２章 大切な武士の備え―武器・武具 

第３章 浮かび上がる仙台藩の歴史 

第４章 仙台ゆかりの絵画 

第５章 多彩な工芸品の世界 

 

８ 関連イベント： 

(１)しろ・まち講座 ※申込制・聴講無料 

  「おすすめ紹介 学芸員によるリレートーク」 

  日時：４月 19 日（土）13：30～15：00 

会場：博物館ホール（定員 200 名）  

参加者数 56 人 

 

(２)プレイミュージアムイベント「木下駒風ペーパークラフトをつくろう」 

※申込不要・参加無料 

  期間：３月 22 日（土）～５月 11 日（日） 

  参加者数 316 人 （大人 140 人、子供 176 人） 

 

(３)学校教員向けミュージアムセミナー（オンデマンド配信） 

  日時：４月３日（木）～５月２日（金） 

オンラインにより実施  

参加者数 14 人 

 

(４)友の会広報セミナー 

  日時：４月 25 日（金）13:30～15:00 

会場：博物館ホール（定員 200 名）  

参加者数 55 人 
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９ 主な広報展開： 

(１)印刷物作成・配布 

Ｂ２ポスター1,100 枚、Ｂ１ポスター60 枚、Ａ４チラシ 40,000 枚、リーフレット 15,000 部 

※Ｂ２ポスター・Ａ４チラシ送付先：1,498 件 

(２)市政だより３・４・５月号掲載 

(３)JR 仙台駅駅貼りポスター広告 ４月 14 日（月）～５月 11 日（日） 

(４)ヨドバシカメラ仙台第 1 ビルバスターミナル デジタルサイネージ 

４月１日～５月 11 日（計 41 日間） 

(５)仙台市営地下鉄南北線・東西線イベントボード ４月９日（水）～５月６日（火） 

(６)仙台市営地下鉄南北線・東西線イベントスタンド ４月９日（水）～５月６日（火） 

(７)Ⅹ（旧 Twitter） 29 回投稿 

(８)情報誌・新聞・テレビ等 

 S-Style４月号、日刊 S-Style Web 

 河北新報社：今日はミュージアムびより（８回掲載） 

 読売新聞社：みるきくまなぶ（３/４・４/15） 

NHK:てれまさ（４/２） 

仙台シティエフエム ラジオ３（３/19・４/23） 

 

10 観覧者数：17,378 人（１日平均約 386 人） 

 

11 来場者の声（アンケートより抜粋）： 

・展示のボリュームがあり、博物館活動の場として、素晴らしいと感じた。 

・説明がわかりやすく、とてもよかった。 

・平易なタイトルをつけたのがよかった。よくわからず通り過ぎていたのも、タイトルを見

て、もう一度見ることができた。 

・文書類の翻刻が多くて楽しめた。 

・政宗の書状が印象的だった。 

・伊達政宗の書状、展示のタイトルがわかりやすくよかった。鎺国行の拵の展示もよかった。

また機会があれば展示してほしい。 

・鎺国行は、拵も含めてキレイでした。多くの資料を大切に保管、維持し、展示して下さりあ

りがとうございます。 

・仙台藩の歴史や、宮城にゆかりのある画家の絵が印象的だった。 

・展示説明は、ほぼ満足ですが、まだ字が細かく読みづらいところがあります。もう少し字体

を大きく見やすくしてもらいたい。 

・収蔵品展を見て、江戸時代の古文書が多数ある事を初めて知れてよかった。いくつか古文書

の読み方の解説があればよかった。和時計がどのように動くのか、もう少し解説が欲しか

った。 

・もう少し武具の展示が多いとよかった。 


